
















　The aim of this paper is to clarify the semantic structures involved in naming certain 
Japanese foods such as “melon croissant” and “pudding dora-yaki”. My analysis is based on the 
cognitive semantics framework, drawing particularly from the concepts of the prototype and 
the image scheme. I apply these ideas to analyzing the naming of a selection of Japanese foods 
and dishes and discuss the basis for these names.
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　上記（6）と同様に 18 才から 20 才の女子学生 100 名という限られた数ではあるが、アンケート
の結果は以下のとおり。
（9）a　「プリンどら焼き」と聞いて、あなたはどんな食べ物を想像しますか？




　　 ア　プリンが挟んであるどら焼き　　　　　　 39 名
　　 イ　どら焼きが入っているプリン　　　　　　 46 名
　　 ウ　その他　　　　　　　　　　　　　　　　 15 名




　　 ア　プリンどら焼き　　　　　　　　　　　　 45 名
　　 イ　どら焼きプリン　　　　　　　　　　　　 43 名
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スキーマ（タコ焼き’）
スキーマ（タコ焼き）
プロトタイプ（タコ焼き） 拡張事例＋チーズなど 拡張事例’
（蛸以外の具のタコ焼き）
　個人的なパーティーなどでは文化や社会的慣習といったネーミングの制約が緩和され、プロト
タイプの容認可能性に広がりが見られると考えられるので、中身を蛸から変えた「タコ焼き鶏肉
入り」も「チーズ入りタコ焼き」も問題ない。
　しかしながら、公共の場で販売される商品のネーミングの場合は、不特定多数の人々が対象な
ので、文化的、社会的制約がかかる。つまり、ある程度公共性のある場合により多くの人が理解
可能なネーミングが必要となる。
4　まとめ
　本論では「メロンクロワッサン」「プリンどら焼き」「どら焼きプリン」などの日本の食べ物の
ネーミングと認知機能との関係を明らかにしてきた。プロトタイプは固定されたものではなく、
新しい要素が加わると拡張していく。
　また新しい要素が加わるだけでなく、プロトタイプを構成している既存の要素（それが顕現特
性であっても）を差し引くことによって成立する「シャリ抜き」「ツユ抜き」などのネーミング
も分析した。
［注］
 1　単に想像するだけでなく、既にアやイの商品を実際に見たり、食べたりした者も含まれている可能性もある。
 2　「塩クロワッサン」先か「メロンクロワッサン」が先かはここでは問題にしない。
 3　 諸説あるようだが、打楽器の銅鑼の形が由来であるという説が多い。また関西地方では、奈良県の三笠山に
形が似ていることから「みかさ」と呼ぶ。いずれにせよ外見上の特徴がネーミングに強い影響を与えている。
 4　 こちらも既に実物を見たり食べたりしている可能性のある者も含まれる。次の写真を用いたアンケートも同
様である。
 5　 「ダイ抜き」や「天ヌキ」も同様に分析できる。また、「ツユ抜き」「シャリ抜き」に関する（6）や（9）と
同様の 100名の学生アンケート結果は以下のとおり。
　　⒤　a　ラーメンから汁を抜いて注文する「ツユ抜き」は容認できますか？
　　　　　　 ア　できる　　　　　　　34名
　　　　　　 イ　できない　　　　　　66名
　　　　b　寿司からご飯を抜いて注文する「シャリ抜き」は容認できますか？
　　　　　　 ア　できる　　　　　　　40名
　　　　　　 イ　できない　　　　　　60名
　　 上記の結果には、食べ物がもったいないとか、ツユのないラーメンはおいしくないとか、寿司のネタ部分は
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刺身なので、シャリ抜きでも食べられるといった様々な要因の影響で容認可能性が左右されているとも考え
られる。
